
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

那智勝浦町家庭教育支援チーム 

 （呼称：ほっとほーむ） 

 URL：https://www.town.nachikatsuura.wakayama.jp/info/957 

 

②活動拠点 那智勝浦町教育センター 

③活動範囲 那智勝浦町内全域 

④組織体制 

 

  １２ 人 

「青少年センター相談員」を中心に、「適応指導教室ほっこり指導員」 

「家庭訪問支援員」 「ＳＳＷ」 「訪問支援員」 等で構成している。 

 

⑤活動開始年度 平成２８年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

那智勝浦町教育委員会 学校教育課 

（TEL） 0735-52-4686  （E-mail）kyoiku07@town.nachikatsuura.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

 ２つの目的「課題を抱えながらも、保護者向けの学びの場や相談の場など

に自ら足を運ぶことが難しい保護者に支援を届け、その支援を通じて子ども

https://www.town.nachikatsuura.wakayama.jp/info/957


の育ちを支える。」「家庭における様々な問題の未然防止や、早期発見・早

期対応に努める。」の具現化を目指し、以下の取組を実施している。 

 ① 家庭訪問による支援 

１）ベルト型訪問…町内全校において、設定した学年（小学校１、３、５

年、中学校１、３年）の全戸訪問を実施し、２年間で全ての家庭を訪問 

２）個別訪問…「ベルト型訪問」「学校からの要請」「福祉部局との連携」

等を踏まえ、対象を限定した家庭訪問も実施 

 ② 子育て講座・座談会等のイベントの開催 

 ③ 広報活動・相談体制の充実 

１）広報紙「ほっとほーむ通信」を定期的に発行 

２）ＬＩＮＥによる相談受付の実施 

３）相談対応や訪問支援の際には、カンファレンスを実施の上、対応者・

相談者を選定 

（ケースによっては、医師・臨床心理士・社会福祉士等の専門家に指

導を仰ぐ。） 

４）「こども未来課」等の福祉部局とも連携し、より効果的な支援体制を

構築 

 ④ あらゆる関係機関・事業との連携 

１）「就学時健診」「学童保育」「放課後子ども教室」「地域ふれあいネット

ワーク（なちかつキッズ）」との連携による情報共有を実施 

２）「発達段階に応じた読書活動の推進事業」との連携による、困難を抱

える児童生徒や家庭に対しての書籍等を介した関係の醸成、読書習

慣の定着、社会との繋がりづくりのサポートの実施 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

〇 ７年間の活動の積み重ねにより、学校以外の相談窓口として機能し始

めた。 

〇 継続的な活動により、就学前や義務教育終了後のつながりにも着目す

ることができ、切れ目ない支援体制の構築への見通しをもつことができ

た。 

○ 福祉部局との関わりが強くなり、学校と連携しながら多面的な対応が進

んできた。 

〇 学校以外からの「子育て」「家庭教育」に係る発信が進んだことで、「不

登校」等のネガティブとなりがちな事象に対する考え方や啓発の仕方に変

化が起こり、児童生徒や保護者の安心につながっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 
 


